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福島県農林水産部農業振興課

【【【【水 稲水 稲水 稲水 稲】】】】

成熟期は、出穂後の高温の影響からやや早まる傾向が見られ、農業総合センターの調査では平年並

みから４日早まる結果となりました（表１）。会津地域研究所では、ひとめぼれで３日、コシヒカリ

で４日早まりました。

表１：水稲主要品種の成熟期と登熟日数（農業総合センター）

場 所 品 種 田植日 成熟期 登熟日数

本年 平年 平年差 本 年 平 年 平年差

(月日） (月日）(月日） (日） (日） (日） (日）

本 部 ひとめぼれ 5.15 9.14 9.14 0 39 40 - 1

コシヒカリ 5.15 9.25 9.25 0 44 44 0

会津地域 ひとめぼれ 5.20 9.10 9.14 - 4 41 41 0

研究所 コシヒカリ 5.20 9.18 9.21 - 3 43 43 0

浜地域 ひとめぼれ 5.10 9.13 9.13※ 0 38 40※ - 2

研究所 コシヒカリ 5.10 9.28 9.24※ 4 47 43※ 4

（※浜地域研究所の平年は前年値を示す。）

県内の刈取作業は始期が１日早まり、９月３０日現在の進捗率は３２％であり、昨年同期（２５%）

より進んでいます（農林事務所調べ）。

特に会津地方では成熟期が早まったことに伴い、刈取の盛期も１日から６日早くなっています。

病害虫では、斑点米カメムシ類による被害が浜通りの一部や山間地で見られます。

【【【【野 菜野 菜野 菜野 菜】】】】

１ 夏秋きゅうり

露地栽培は８月の高温、乾燥による草勢低下、９月中旬の台風の影響等により、平年より早く栽

培を終了するほ場が多く見られました。

ハウス抑制栽培は、７月中旬定植のほ場では平年並みの８月中旬から出荷が始まり、生育は順調

です。病害虫はべと病、褐斑病、うどんこ病及びハダニ類の発生が見られます。

２ 夏秋トマト

夏秋栽培は、摘芯作業が平年並みの９月上旬に行われました。現在は生育後半となり気温の低下

に伴い着色に時間を要していますが、多くのほ場で着果数が確保されています。病害虫では葉かび

病、灰色かび病、オオタバコガ及びコナジラミ類の発生が見られます。

３ 夏秋ピーマン

安達地方や田村地方の露地栽培は、９月中旬の台風の影響により傷果が発生しました。現在は気

温の低下に伴い果実肥大が遅くなっていますが、収穫は平年どおり１０月中下旬まで行われる予定

です。病害虫では斑点病及びオオタバコガの発生が見られます。

４ 秋冬どりブロッコリー

県中地方では、平年並みの８月中旬に定植されましたが、９月中旬の台風の影響で一部地域に茎

折れ等が発生しました。現在、生育は順調なほ場が多く、出蕾期を迎えています。出荷は１０月上

旬から１１月下旬にかけて行われる見込みです。一部ほ場でヨトウムシの発生が見られます。



５ いちご

定植作業は、県北及び県中地方の夜冷育苗では平年並みの９月上旬に、普通育苗では９月中下旬

に行われました。生育の良好なほ場では、１１月中旬頃から収穫が始まる見込みです。病害虫は、

ハダニ類が一部のほ場で発生しています。

【【【【果 樹果 樹果 樹果 樹】】】】

１ な し

農業総合センター果樹研究所における「豊水」の収穫始めは９月１２日で平年より３日早く、収穫

盛りは９月１５日で平年より６日早い状況でした。また、果実の大きさは355ｇ（平年426ｇ）で平年

より小さく、糖度は12.4（平年12.7）でほぼ平年並みの状況でした。

「二十世紀」の収穫始めは９月１８日で平年より１日遅く、収穫盛りは９月２０日で平年より３

日早い状況でした。また、果実の大きさは409ｇ（平年388ｇ）で平年より大きく、糖度は11.4（平

年11.1）でほぼ平年並みの状況でした。

２ りんご

果実肥大（果樹研究所、10月１日現在）を暦日で比較すると、「ふじ」は縦径が79.2mmで平年比

100％、横径が86.1mmで平年比100％と平年並みの状況です。また、満開後日数による比較でも、ほぼ

平年並みの状況です。

【【【【花花花花 きききき】】】】

１ ストック

年内出荷の作型の定植は、平年並みの８月下旬に行われました。高温が続いた影響により、花芽

分化の遅れが懸念されましたが、概ね順調に生育しています。

２ シクラメン

各地方ともに概ね順調に生育しています。出荷は平年並みの１１月上旬から始まる見込みです。

【【【【飼料作物飼料作物飼料作物飼料作物】】】】

牧草は、９月下旬から３番草の収穫が行われています。地域によっては降雨による２番草の刈遅れ

の影響で収量はやや少ない状況です。

飼料用とうもろこし及びＷＣＳ用稲は、10月上旬までに収穫が行われ、収量は平年並みとなってい

ます。

◎ 病害虫の発生状況や防除情報については、病害虫発生予察情報（ホームページ

http://www.pref.fukushima.jp/fappi/index.html）等を活用し、適切に対応してください。
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